
シートベルトリマインダ（PSBR)の保安基準改定に伴う配点検討 

１．保安基準の改正内容 

 これまで乗用車では運転者席のシートベルトのみがシートベルトリマインダの警報対象であったが，2020

年 9 月 1 日より改正され，後部座席を含めて全席がシートベルトリマインダの警報対象となる． 

 

 

２．保安基準と JNCAP（シートベルトリマインダ）との評価内容の違い 

 

 保安基準と JNCAP の主な違いは，後席の音警報が，エンジンスタート時に出るか否かの違い． 

 

３．JNCAP シートベルトリマインダ（PSBR)の配点について 

①2018 年度からの配点試算：PSBR により，ベルト非着用で死傷した人数の内，50%が改善（ベルト着用

になる）と仮定して効果予測 

 

②第１回衝突安全技術 WG(2019.9.12）までの統合検討：JNCAP と法規を区分する観点から，「表示警

告」と「表示警告＋音警報」の車種に分けて，それぞれの車種毎のベルト着用

率を事故データから算出． 

 

③その後の試算方法  ：第１回 衝突安全技術 WG において 2020 年統合評価における PSBR 評価点

案が示された．この提案では後席 PSBR を４つに区分． 

 (1)聴覚警報（音）が助手席から確認できること．                  → 区分不可能# 

 (2)視覚警報（表示）が後席から確認できること（チェンジオブステータス＊）    

 (3)視覚警報（表示）が後席から確認できること（車両発進時）           

 (4)聴覚警報（音）が後席から確認できること（チェンジオブステータス＊） 

 (5)聴覚警報（音）が後席から確認できること（車両発進時） 

    → 過去の JAMA 実験参加者による期待値から，表示警告を「運転席のみ」と「運転席＋後席」に 

       わけることを検討． 

*チェンジオブステータス：走行中に乗員がベルトを外した場合（着用→非直用）に警報するもの． 

＃運転席が認識できることと，助手席+運転席から認識できることを分けることは困難． 

音警報 表示警報 音警報 表示警報

保安基準 〇
＊

〇
＊

△
＊

〇
＊

JNCAP 〇 〇 〇 〇

〇：評価　△：走行中に外した場合のみ　＊：運転者から認識できること

助手席 後席

②で区分済 

運転席からの視覚 
警報と区分が必要 
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